





























































































































微小要素 ds*に関す F ig･IArchElement
るカの平衡条件は次の3式にて与えられる･
意 +去 り *-0,-･ =(1･a)
意 一意 ･q*-0- -(l･b)
I:.:.I'-Ll,1L*-0 (1 C)
用いて,直接的に解析することが可経である･ ここに,Q,Nおよび M 軌 それぞれせん断九 軸力
および曲げモーメントである また,ク*および q*は
2.有限変形平衡方程式 アーチに作用する方向不変の荷重 の変形微′ト要索 ds*
の法線方向および接線方向強度であり,m*は分布モー
骨組構造物の架設時に導入される死荷重などの方向不 メント神意強度である･
変の初期荷重とそれに対する初期断面力と臥 構造物完 アーチ部材軸のひずみを eとすれば,変形前後の微
































晋 -意 車窓 -意 +五 ･ (4･b)
となる.(4･a)および (4･b)の開式より,所要の R,
R串間の関係式として次式が誘導される.
意 -(1十 R意 )/(lee, ･ -(5,
微小要素 の変形前後における諸星関係式 (2･a)～(2･
C),(3la)-(3･C) TSよぴ (5)を用いて,式 (l･a)-(i.
C)を書き換えれば,変形前の状鰻における部柏軸座標
S,曲率半径 R および荷重強度 p,q,,'Lで表わされた,
次のごとき有限変形平衡方程式が求められる･
雷 ｣十 + R意 )昔 十- S0-qsln0-0
-(6･a)
憲 一(1･R意 )i ･ps-o･ qcos0-0
･(6･b)





法線および接線力向荷重強度 Pおよび q,分布 モー
メント荷重強度 m なる初期荷重に対する平衡状儀にお
けるアーチ軸線の曲率半径を R とし,断耐力を Q･N･
M とすれば,微′ト安泰 dsに関する平衡条件臥 式
(1･a)-(1･C) と同形の次の式で与えられる･
普 +昔･p-0.･ ･(7･a)
意 -% ･q-0 - -(7･b'











鷲 竺 ･(l･R晋 )壬誓 竿
+(p+A♪)cosdO-(q+Llq)slnAe-0
-(8･a)










晋 +昔 +N憲 一- 卜dpllApc-0
A-(9･a)
晋 一昔 -JQ憲 一･pAO･Aq･Aqc-0
-(9･b)














AQ-笠 [意 1一昔 -JO] =- -(9･f)
なお,式 (9･f)牲平均せん断応力の概念に基づいて,
RaoS)らが導いたせん断力と変形との関係式である･こ





























晋 ･昔 ･ N筈 -qAO-p等 -0
I.(11･a)
等 一昔 -Q筈 ･pd0-p等 -o
･(11･b)




憲 -蛋 -ト音 -.- ･･(】】.e)
等 -孟 AG+dO一昔 ････.. -(11･f)
式 (11･a)-(11･C)の中に含まれる初期せん断力 (?お






孟 -記 正 志 +豊 ],伽 1-か -AO･
また,初期荷重とそれに基づく初期断面力および有限変
形による軸線形状の変化を無祝した,アーチの通常のEF































晋 -十 妄 ･AN一昔 NIAM
-鰭 ･40㌦ ･dEt) I(12･a)
晋 -yl% ･dQ+ 普 ,～,･JN
･轄 - T ･A弓 ･- -(12･b)
等 -中 寺 畿 一･JN
一意 豊 貰 T･JOI･･..･(12･C)
初期荷重を有する変断面任意形アーチのiEl内自由授動解析
晋 -借 ･AM ･-- ･-(12･d)
等 -帝 ･Al-意 畿 ･AN) - (12.e)
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仙 =8如｣,y り ●y(ahj-AQJ/a2-bk,
-スJAJrj/(aZI,)･lk,)
tlk･=SkrI-,BPLJ●VIJ'Lk,
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の ①-⑳ の記号は,各国有償曲線の f/L-0.1,0.2,


















㊥ および ⑲ に示すごとく,この場合の洪親方向変位モ
ー ドにおいては,節は生じない 対称税制固有鰭曲線の
右下がり部分における振軌および逆対称振動は,曲げ変










図-7の ⑯ 点にみられ,その Lモー ドは,図-8(b)
に示すごとく,㊨ の曲げ振動の tlモー ドに比べて節が
1つ少ない.
次に,排矢比f/L-0.1,0.2の2ヒンジ放物線アーチ




か }▲脚 hs= dlf;:cT itui'oifFOl;oDBL3dlQn I
･-､■-
SyTn,-1I
､ ＼ ~tt _
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(1) 図-12 (a)によれば,初期荷重 Pの増大に伴
って,アーチの固有円振動数は低下し,分岐座屈荷重作
用状掛 こおいて逆対称 1次振動数は零となる また,初
期断面力や軸線形状の変化の影響を,考慮した場合と無






























o o･1 0･ヱ = 04f/I.0･S
Fig.12(b) Fre｡uCICyCurveof2-1-1.1gedPalabolC
ArchwlthDeckLoELd(AlllSynltnCtr】C)
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